
レモン苗新植マニュアル（ver.1.2）

しまなみ
農業だより

レ
モ
ン
は
樹
勢
が
強

く
、若
齢
期
に
は
新
梢（
特

に
夏
梢
）の
勢
い
に
負
け
、

花
は
咲
い
て
も
な
か
な
か

結
実
に
結
び
つ
き
ま
せ

ん
。
よ
く
成
る
樹
に
す
る

た
め
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
次

の
３
つ
で
す
。

❶
あ
る
程
度
の
樹
冠
を
確

保
す
る
こ
と

❷
直
立
し
が
ち
な
枝
梢

を
、な
る
べ
く
横
に
広
げ
、

勢
い
を
分
散
さ
せ
る
こ
と

❸
ま
ず
初
結
実
さ
せ
る
こ

と
を
目
標
に
し
、
樹
に
成

り
癖
を
つ
け
る
こ
と

　

そ
の
た
め
、
苗
の
植
え

付
け
間
隔
は
初
め
か
ら
広

め
に
確
保
し
、
決
し
て
密

植
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う

に
心
掛
け
ま
し
ょ
う

●
苗
が
届
い
た
ら
、
十
分
給
水

さ
せ
た
後
、直
ぐ
本
圃
へ
植
え
る
。

●
根
っ
こ
を
い
た
め
な
い
よ
う
や

さ
し
く
扱
う
（
植
え
痛
み
予
防
）。

●
植
え
る
際
に
は
、
根
っ
こ
を

四
方
に
広
げ
、
間
に
土
を
入
れ

る
。
し
っ
か
り
と
か
ん
水
し
、

根
っ
こ
と
土
を
密
着
さ
せ
る
。

●
同
時
に
支
柱
を
立
て
る
。

●
植
え
付
け
穴
を
整
備
。
樹
幅

は
最
低
４
m
を
確
保
。
列
間

は
で
き
れ
ば
通
路
を
確
保
す
る

た
め
５
m
は
欲
し
い
と
こ
ろ
。

●
植
え
付
け
予
定
地
に
あ
ら
か

じ
め
穴
（
直
径
30
〜
40 

cm
、
深

さ
30 

cm
程
度
）
を
掘
り
、
掘
り

出
し
た
土
に
完
熟
た
い
肥
0.5
袋
、

石
灰
１
握
り
、
よ
う
り
ん
１
握

り
程
度
を
良
く
混
ぜ
て
お
く
。

※
苗
が
届
い
て
か
ら
植
穴
を
掘

っ
て
い
て
は
間
に
合
い
ま
せ

苗
が
届
く
前
に･･･

定
植
後
の
管
理  

定
植
植
時
の
注
意
点

※
と
に
か
く
１
年
目
が
大

切
。

　

過
乾
燥
（
か
ん
水
不
足
）、

雑
草
の
過
繁
茂
は
厳
禁
で

す
。
黒
ビ
ニ
ー
ル
で
の
マ
ル

チ
が
効
果
的
で
す
。

　

梅
雨
期
以
降
の
新
葉
に

は
エ
カ
キ
が
入
り
や
す
く
、

後
々
の
か
い
よ
う
病
の
原
因

に
な
る
の
で
、
食
害
を
受
け

な
い
よ
う
６
月
上
旬
に
エ
ク

シ
レ
ル
S
E
１
０
０
倍（
育

苗
期
、
30
〜
50
㎖
 /
樹
、
３

回
ま
で
）
や
、
ア
ク
タ
ラ
粒

剤
５
（
育
苗
樹
、
20
〜
40

ｇ/

樹
、
２
回
ま
で
）
な
ど

で
防
除
し
て
下
さ
い
。

切り返した状
態で届くので、
そのままでも

浅 く

広 く

倒れないように、
支柱を立てる

接合部は地上に
出す

　 12 月 27 日 ( 木 )、弓削総合庁舎において上島町農林
漁業インターン事業制度に基づくインターン認定書の交
付が行われました。今回、認定されたのは、佐島地区に
お住まいの青木俊樹さんです。これから県しまなみ指導
班や岩城地区の農家で農業に関係する研修を受け、さま
ざまな技術や資格、知識を習得して将来の弓削佐島地域
の担い手農家になって頂きたいと思います。皆さん応援
よろしくお願いします。

上島町農業の担い手を目指して！

ん
。
必
ず
苗
が
届
く
前
に
植
穴

の
準
備
を
終
え
ま
し
ょ
う
。

青木俊樹さんからのコメント
「これからも佐島で頑張っていきま
すので、よろしくお願いします！」

宮脇町長から認定書を
交付
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平成30年12月出動件数 （12月31日現在）

上島町消防署　☎７７-４１１８

地区 弓削 生名 岩城 魚島 合計 H30累計

火災 0 ０ ０ ０ 0 ４

救急 18 9 13 1 41 484

  　 12 月 16 日（日）松山市「アイテムえひめ」
において、自治体消防制度 70 周年記念・消
防団活動推進大会が開催されました。
　大会では「豪雨・震災時の若者と消防団の
役割」をテーマにしたシンポジウムが行われ、
消防団員や防災士など、６名がパネリストと
して参加しました。上島町からは、平成 30
年の出初式でポンプ車操法に出場した、生名
方面隊の原山美咲団員がパネリストとして参
加し、地域の防災力を維持する方策について
ディスカッションが行われました。

火災・救急・救助は

消防だより

　12 月 17 日（月）、愛媛県全域で「シェ
イクアウトえひめ」が行われました。
　「シェイクアウトえひめ」とは、地震を
想定して、参加者が一斉に身を守る行動を
とる、誰でも気軽に参加できる防災訓練で
す。上島町でも、学校や保育所、社会福祉
協議会等の団体が訓練に参加しました。
　大規模災害時に、町民総出で行う全ての
災害対応は、自分の命を守る「自助」から
スタートします。 退避場所や方法等につ
いて再確認するために、ご家族や職場の方
と声を掛け合って、訓練に参加しましょう。

みんなで参加！
「シェイクアウトえひめ」

防災だより

自治体消防制度 70周年記念・
消防団活動推進大会

平成 30年度全国統一防火標語

「忘れてない？ サイフにスマホに 火の確認」

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
す
る

原
山
団
員
（
左
か
ら
３
人
目
）

危機管理室

　また、屋外会場では軽トラック市が開催され、
県内17市町から計25台の出店があり、上島町か
らは岩城物産センターに出店していただきました。
レモンポーク串やレモンケーキなどの販売により、
上島町の特産品もアピールすることができました。

取
材
を
受
け
る
宮
脇
町
長
、
田
中
団
長
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